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⼩規模事業者持続化補助⾦
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▶⼩規模事業者持続化補助⾦とは
通称「持続化補助⾦」。⼩規模事業者の事業の持続的な発展を後押しするため、商⼯会・商⼯
会議所とともに作成した経営計画に基づいて⾏う地道な販路開拓等の取組を⽀援するもの。

▶⼩規模事業者の範囲

①商業・サービス業（宿泊・娯楽業を除く）: 常時使⽤する従業員の数… 5 ⼈以下

②サービス業のうち宿泊業・娯楽業 : 常時使⽤する従業員の数…20 ⼈以下

③製造業その他 : 常時使⽤する従業員の数…20 ⼈以下

▶令和3年度においては、【⼀般型】と【低感染リスク型ビジネス枠】の２つの類型が措置されている。
【⼀般型】
地道な販路開拓等の取組や地道な販路開拓等と併せて⾏う業務効率化の取組を⽀援するもの。
【低感染リスク型ビジネス枠】
感染拡⼤防⽌のための対⼈接触機会の減少と事業継続を両⽴させるポストコロナを踏まえた新た
なビジネスやサービス、⽣産プロセスの導⼊等を⽀援するもの。



持続化補助⾦（⼀般型）
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補助対象者・・・・⼩規模事業者、⼀定要件を満たす特定⾮営利活動法⼈

補助上限額・・・・原則50万円

補助率・・・・・・・・2/3

補助対象経費・・①機械装置等費 ②広報費 ③展⽰会等出展費 ④旅費 ⑤開発費

⑥資料購⼊費 ⑦雑役務費 ⑧借料 ➈専⾨家謝⾦ ⑩専⾨家旅費

⑪設備処分費 ⑫委託費 ⑬外注費

（活⽤例）店舗改装、チラシ作成、HP作成、設備導⼊等

▶スケジュール
【第6回】2021年10⽉1⽇（⾦）【第7回】2022年2⽉4⽇（⾦）

▶申請⽅法
紙、電⼦どちらも可能。申請には地域の商⼯会議所、商⼯会の確認が必要。



持続化補助⾦（低感染リスク型ビジネス枠）

3

補助対象者・・・・⼩規模事業者、⼀定要件を満たす特定⾮営利活動法⼈

補助上限額・・・・100万円

補助率・・・・・・・・3/4

補助対象経費・・①機械装置等費 ②広報費 ③展⽰会等出展費（オンラインによる展⽰会等

に限る） ④開発費 ⑤資料購⼊費 ⑥雑役務費 ⑦借料 ⑧専⾨家謝⾦

⑨設備処分費 ⑩委託費 ⑪外注費 ⑫感染防⽌対策費

・2021年1⽉8⽇以降に発⽣し発注・⽀払い・使⽤が⾏われた経費について遡及適⽤が可能。
・感染防⽌対策費は、補助⾦総額の1／4（最⼤25万円）が上限。
・また、感染防⽌対策費のみを補助対象経費に計上した申請は出来ず、申請出来る経費も「業種
別ガイドライン」に沿って実施する費⽤となる。
業務別ガイドライン（https://corona.go.jp/prevention/）

（活⽤例）
・⼤部屋を個室にするための間仕切りの設置を⾏い、予約制とするシステムを導⼊。
・顧客との接触を減らすために受注状況等を顧客と共有できるシステムを開発、導⼊。



持続化補助⾦（低感染リスク型ビジネス枠）
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▶特別措置
緊急事態措置に伴う飲⾷店時短営業⼜は外出⾃粛等の影響を受け、その影響の原因となっ
た緊急事態措置が実施された⽉のうち、いずれかの⽉の売上⾼が2019年⼜は2020年同⽉
⽐30%以上減少した場合は、以下の適⽤が可能。

①感染防⽌対策費の上限を補助⾦総額の1/2（最⼤50万円）まで引き上げ可能。
②審査時における加点措置を講ずることにより優先採択。

▶申請⽅法
電⼦申請(jGrants)のみの受付。
※電⼦申請にあたっては、GビズIDの取得が必要です。 GビズIDの取得には時間を要しますので、

余裕をもって準備願います。
jGrants : https://www.jgrants-portal.go.jp/
GビズID : https://gbiz-id.go.jp/top/index.html

▶スケジュール
【第３回】2021年9⽉8⽇（⽔） 【第４回】2021年11⽉10⽇（⽔）
【第５回】2022年1⽉12⽇（⽔）【第６回】2022年 3⽉ 9⽇（⽔）



問い合わせ先
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▶⼀般型
▪商⼯会地区の⽅

北海道商⼯会連合会
［ウェブサイト］https://r.goope.jp/jizokuka
［電話番号］０１１－２５１－０１０２

▪商⼯会議所地区の⽅
⽇本商⼯会議所
［ウェブサイト］https://r1.jizokukahojokin.info/
［電話番号］０３ー６７４７ー４６０２

▶低感染リスク型ビジネス枠
持続化補助⾦低感染リスク型コールセンター
［ウェブサイト］https://www.jizokuka-post-corona.jp/
［電話番号］０３ー６７３１ー９３２５


